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福岡県立福岡県立糸島農業高等学校

学校関係者評価

次年度の主な課題

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を図ることにより、確かな
学力と実践力の向上を目指す。一人一台タブレットの有効的活用を推進する。

入学から卒業まで一貫したキャリア教育の充実を図り、希望する進路を１
００％実現する。

基本的生活習慣の確立と規範意識の高揚を図るとともに、自律心と思い
やりのある心豊かな人間形成を目指す。

・HPやInstagramの投稿方法に関する研修を実施する(情報課と)。

学　校　運　営　計　画　（４月）

具　体　的　目　標
園芸活用科および動植物活用科の新２学年における教育課程の推進のため、教育内容・活動および施設設備の充実を図る。また、生徒募集に向け
て、広報課の年間広報計画のもと、HPはもちろんインスタグラムなどにより不断の広報活動を推進していく。

一人一台タブレットをフルに活用した授業展開を推進していく。特に、農業教育においては、農場における一人一台タブレットの活用の実現に向けて、
wi-fi環境のなどの設備の充実を図り、スマート農業に対応した学習環境の整備を図る。

卒業後の実社会を見通した３年間のｷｬﾘｱ教育ﾌﾟﾗﾝの作成と推進を図る。生徒の希望する進路(進学・就職）を実現するため、各学年に応じた段階的な意図的・計
画的な進路指導を実施しながら100％の進路実現を目指す。また、国公立大学農学部への校内指導体制の確立のために、進路指導部を中心に研究を進める。
いじめの撲滅のためにいじめの未然防止やいじめの早期発見・対応に取り組む。学習支援が必要な生徒の視点に配慮した学習環境の整備及び教
育相談の充実を図る。また、全教科・全領域において人権教育を推進し、道徳的実践力を高め、自尊感情や自立心・思いやりのある心の育成に努め
る。
月１回の農産物販売会を実現し、全学科における販売実習の学びの場を確立する。また実践販売をとおして生産物の品質の向上、および商品開発
の促進を図ることにより、実践的な知識・技術を教師自身が身につけ、指導内容のレベルアップにつなげる。

年　度　重　点　目　標
教育活動全体をとおして、鍛えて、ほめて、生徒の可能性を伸ばす教育
を行う。特に２年目の新学科の教育内容・施設の充実と広報に努める。

・各分掌や学科にもHPやInstagramの担当を置き、広報課との連携がとりやすいようにする。

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

評価（３月）

広　　報

【成果】
○ICT活用の充実
○生徒支援体制に向けた研修内容の充実
○農業教育活性化に向けた意識の高揚
○広報活動への意識の高揚
【課題】
○新学科２年目の教育内容の充実
○魅力ある学校づくりに向けた広報活動の
充実
○国公立大学農学部への指導体制確立
○生徒支援・人権教育の更なる推進
○農業教育全体の活性化

昨年度の成果と課題

学校運営方針

具体的目標

・広報活動を充実させる

・ホームページやInstagramのシステム
づくりを進める

本校農業教育全体のレベルアップを目指す。

具　体　的　方　策

・リーフレットとパンフレットを6月までに完成させる。

・年間計画表と月計画表を作成し、糸農だよりや学校行事等の発信を促進する。

・広報素材の収集を各学科や分掌と連携して行い、それらを共有できる環境を整える。

・学科ごとに担当週を振り分け、最低限1か月に1本、HPとInstagramに投稿してもらうようにする。

教　　務

・校務支援システムを活用することで、観点別評
価（特に「A・B・C」評価）をよりスムーズに実施で
きるようにし、生徒の学習改善と教師の授業改善
につなげる。

・統合型校務支援員による説明会を２回以上設定することで、校務支援システムを活用した観点別評価の成績処理をスムーズにできるようにする。

・授業アンケートを１学期末の時期に実施することで、２学期以降の生徒の学習改善と教師の授業改善につなげる。

・一人一台タブレットを活用し、生徒の興味・関心を高めることで生徒の学習意欲を高める。

・生徒募集活動では、中学１・２年生の参加を積
極的に呼びかけるとともに、園芸技術科と動植物
活用科のコース別学習内容をわかりやすくPRで
きるようにする。

・体験入学等の参加募集は、中学１・２年生も対象であることがわかるように工夫し、１・２年生の参加者数を昨年より増加させる。

・園芸技術科と動植物活用科のコース別学習内容について丁寧に説明する。

生徒指導

・頭髪服装規定の見直しとスムーズな
移行と生徒指導の手引きの見直し

・生徒、教員がR５年度版の規定を理解できるようにHPに掲載する。

・規定を全校で統一できるように生徒部会（定例）を月曜日放課後実施する。

・現在行われていないものに対しての内規（手引き）を整理する。

・基本的生活習慣の確立と遅刻、欠席
の減少に努める。

・生徒部だけでなく、学年主任や、教務、SC、養護教諭との連携。

・有志での登校指導を継続する。生徒の変化に気づけるようにする。

進路指導

・進路行事の充実とICT機器の活用を
図る。

・進路課会議を定期的に行い、各学年の進路と共通認識をもって進路行事をすすめる。

・学年と連携をとりながら進路行事を実施する。

・アンケートや進路希望などの集計にICTを活用する。

・キャリア教育を充実させ、希望進路
の１００％達成を目指す。

・3年生への面接指導や受験指導を徹底する。

・担任と進路で連携し、生徒の希望進路を叶える。

・国公立大学農学部への校内指導体制を確立のために研究を進める。

保　　健

・全校生徒・職員が清掃意識を持ち、
校内美化活動の推進を図る。

・燃えるゴミ、ペットボトルはきちんと分別してゴミを出す。

・１人１人に清掃時の役割を持たせ、時間いっぱい掃除を行う。

・学校生活全般を通して、身の回りの整理整頓、校内美化の意識を持つ。

・健康・心理的両面の自己管理が
　できる生徒の育成を目指す。

・校内感染を出さないために最新の感染症対策情報をもとに感染症対策をする。

・自分の状態を自分の言葉で話すことのできる環境づくりに努め、個別の保健指導を充実させる。

・保健室での様子を職員へきちんと情報提供できるようにする。

・各行事等において、感染症の状況に対応できる企画運営を行う。、

・危機管理体制を整理し、危機管理マニュアルを年度初めに配布しその内容を教職員に周知させる。

・PTA活動の支援を行う

・役員会・常任委員会の活動を支援し、感染症の状況に応じた活動を行う。

・PTA総会や行事への保護者参加等、感染症対策を講じながら効率的な活動を行う。

研　　修

・今教員に求められるスキルを習得す
ることが出来る研修を厳選し、効果的
に提供していく。

・先生方の要望を柔軟に取り入れ、日々の実践に繋がるような研修を実施し、１００％の出席率を目指す。

・ニーズに合った校外研修を必要な先生に確実に紹介し、先生方の教育力の向上に寄与する。

・相互に授業を参観する、専門教科の実習に参加する等、教科横断的な指導の発想に繋がるような機会を設ける。

・次代を担う人材の育成のために、多
面的に支援できる体制を構築してい
く。

・基本研修を受講する若年教員の指導を丁寧に実施し、今後の教員生活の基礎を築けるよう支援する。

・本校での教育実習を希望する学生を積極的に受け入れ、農業高校の可能性を理解出来るよう指導する。

・九州大学のインターンシップ生を積極的に受け入れ、教員としての資質や農業高校の良さを実感できるよう支援する。

企画庶
務・情報

・情報教育推進に貢献するとともに、
学校行事の円滑な企画運営を行う。

・ICT支援員と連携して教員のICT技術スキルの向上に努め、情報教育の推進を図る。
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・進路の目標設定を細かく行うとともに、自学ノートを活用し家庭学習を全くしない生徒を20名以下にする。

・認知機能強化トレーニングを一年間継続して行う。

　・
　・
　・

・商品開発や技術開発に向けたプロジェクトの取り組みと、月一回の販売活動によるマーケティングやプロモーションを行う。

・月一回の農務部全体会を実施し、各学科の情報共有と学校の発展に向けた協議を行う。

・各学科の特色を具現化するためのロードマップを作成し教育内容・活動及び施設の段階的な調整を行う。

・欠点取得者への継続した指導を学年全体で行うことで、原級留置の生徒を０にする。

・本人の責任ではない理由で修学が困難
な生徒を支援する。

・あいさつ、人の話を聴く姿勢、コミュニ
ケーション能力の向上を図る。

・進路目標を早期に設定させ、基礎学
力の向上を図る。

・基礎学力の向上と活用

・社会人としての生活習慣を養う

・進路実現に向けて資格取得に向けた講座に積極的に参加させる。

・朝トレでの新聞の切り抜き等を読ませる回数を多く設定する。

・挨拶、身だしなみ、授業に取り組む姿勢について、自らが判断し行動することができるように指導する。

・期日内に提出物を出すよう声かけを行い、提出できなかった生徒に関しては居残り指導を行い、必ず提出させる。

・問題の種類に応じて、校外の専門機関との連携を深める。

・生徒が発する信号に対して、全職員がアンテナを高くする。

第２学年

　・

評価項目以外のものに関する意見

　・

・インターンシップには希望企業で実施できるように新規企業も視野に入れ準備する。

・学年等で集合する際に、黙想し静かに待機することを徹底させる。

・ソーシャルスキルトレーニングを一年間継続して行う。

・学科の特色を明確化し、魅力ある学
習活動の実施と設備の充実に取り組
む

・地域、産学官との連携を強化し学習
活動に関する積極的な広報活動を各
学科で取り組む

・人権・同和教育を推進するため、個別の
人権課題を中心に、差別の現実に学ぶ。

・SNSを活用した魅力ある学習活動の情報発信と農場におけるICTを活用した授業展開を行う。

・人権・同和教育・生徒支援委員会を毎月開催する。

・コミュニケーションスキル向上の内容を取り入れる。

農　　務

人権･同
和教育

第１学年

第３学年

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

・各種行事や活動時は全員が参加するために確実に一人一役を担わせる。

・HRや学年集会などで生徒を主体として進行や話をする場面を設定する。

・意識の低い生徒には教員からのアプローチでやる気を引き出す。

・進路指導部及び学科・各教科と連携して個人面談や三者面談を計画的に行い、進路実現に向け主体的に行動させる。

・一人ひとりの進路希望を把握して、それぞれに応じた指導をし、年度当初より小論文の個別対策も行う。

・生徒に的確な情報を提供し、進路希望の明確化を図る。また、早期に対策を始めさせる。

・会計処理について法令順守を徹底するとともに節減を実施し、限られた予算の効率的

な執行を行う。

・教員とも連携し、不祥事防止に努める。

・技師（農業技術職員）の業務の充実と教員との連携により、更なる農場の管理、運営の充実を図る。

・学校での生産物販売において、厳密な法令順守の手続きを行うとともに不祥事防止に努める。

事務室

・学校行事において中心的な役割を担
わせ、企画力・主体性・指導力などを
養成する。

・希望進路の実現に向けた指導の充
実。

・適切な会計処理

・農場業務の充実


